
震災の教訓を生かし、より実践的な訓練と備えを

平成27年度白石市総合防災訓練を実施

月
７
日
「
午
前
８
時
、
宮
城

県
南
部
で
震
度
６
弱
の
地
震

が
発
生
し
た
」
と
い
う
想
定
の
も

と
、
平
成
27
年
度
白
石
市
総
合
防
災

訓
練
を
市
内
の
指
定
避
難
所
な
ど
で

実
施
し
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
各

自
主
防
災
組
織
や
各
自
治
会
が
独
自

に
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、「
避
難
・

安
否
確
認
訓
練
」
や
「
避
難
所
開

設
・
運
営
訓
練
」、「
初
期
消
火
訓
練
」

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
４
月
に
導
入

し
た
防
災
メ
ー
ル
で
直
ち
に
市
職
員

を
非
常
招
集
し
ま
し
た
。
午
前
８
時

24
分
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
防

災
無
線
で
各
地
区
公
民
館
な
ど
か
ら

施
設
被
害
状
況
や
職
員
の
参
集
状
況

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
自
主
防
災
組
織
や
各
自
治
会
で

は
、
一
時
避
難
場
所
に
避
難
し
た
段

階
で
、「
安
否
確
認
フ
ラ
ッ
グ
」
を

活
用
し
て
地
域
住
民
の
安
否
確
認
を

行
っ
た
後
、
指
定
避
難
所
へ
の
避
難

や
被
害
状
況
の
調
査
な
ど
を
開
始
し

ま
し
た
。
市
職
員
は
「
初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
基
づ
き
、
情
報
収
集
や
伝

達
、
避
難
経
路
確
保
、
各
自
主
防
災

組
織
・
各
自
治
会
と
連
携
し
て
避
難

所
の
開
設
・
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

　

白
石
市
で
は
、平
成
26
年
度
か
ら
、

各
地
区
で
一
時
避
難
場
所
へ
の
避
難

訓
練
と
市
内
す
べ
て
の
指
定
避
難
所

の
開
設
・
運
営
訓
練
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
に
、
災
害
発
生
初
動
期
に
、
地
域

６

住
民
や
自
主
防
災
組
織
・
自
治
会
の

皆
さ
ん
、
指
定
避
難
所
と
な
る
施
設

の
職
員
な
ど
と
の
連
携
し
た
訓
練
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
迅
速
で
的
確
な

行
動
と
相
互
の
協
力
体
制
の
確
立
、

地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
、
防

災
技
術
の
習
得
を
図
る
た
め
で
す
。

　

今
回
の
訓
練
に
は
、
各
指
定
避
難

所
な
ど
に
２
、５
０
０
人
を
超
え
る

市
民
な
ど
が
参
加
。
真
剣
な
表
情
で

訓
練
を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
訓
練
に
加
え
、

東
北
電
力
株
式
会
社
白
石
営
業
所
に

よ
る
停
電
復
旧
訓
練
や
陸
上
自
衛
隊

に
よ
る
給
水
訓
練
・
炊
き
出
し
訓
練
、

消
防
署
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
・
救

命
救
急
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
災
害
時
の
協
力
協
定
を
締
結

し
て
い
る
三
和
シ
ヤ
ッ
タ
ー
工
業
株

式
会
社
に
よ
る
シ
ヤ
ッ
タ
ー
緊
急
修

理
訓
練
や
公
益
社
団
法
人
宮
城
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
仙
南
支
部
に
よ
る
物
資

輸
送
訓
練
、
東
北
カ
ー
ト
ン
株
式
会

社
に
よ
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
設
置
訓

練
な
ど
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
指
定
避
難
所
で
は
、
総
務
班
に

よ
る
避
難
所
使
用
ス
ペ
ー
ス
の
区
割

り
や
発
電
機
の
設
置
、
情
報
管
理
班

に
よ
る
避
難
者
受
付
場
所
の
設
置
、

施
設
衛
生
班
に
よ
る
施
設
の
安
全
確

認
や
簡
易
ト
イ
レ
の
設
置
、
食
料
物

資
班
に
よ
る
食
料
・
物
資
の
保
管
や

配
布
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
た
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　本年の市総合防災訓練は、昨年に引
き続き、東日本大震災の教訓を訓練内
容に大幅に取り入れ、実施しました。
防災センター２階で災害対策本部の設
置訓練を行い、自主防災組織や自治会、
小中学校などの指定避難所の管理者、
市職員が協力した指定避難所の設置・
運営訓練をすべての地区で実施。参加
者は2,500人を超え、市民の皆さんの
防災意識の高さを肌で実感することが

できた訓練となりました。
　市民の皆さんには、人的被害の早期発見につなげることを
目的として作製し全戸配布した「安否確認フラッグ」を玄関
先に掲げていただくとともに、白石市医師会や白石歯科医師
会、仙南薬剤師会白石刈田支部にも協力いただき、震災時の

開院の目印となる黄色い旗やのぼり旗を掲げていただきまし
た。さらには、白石市社会福祉協議会によるボランティアセ
ンターの開設訓練や災害協定を締結している東北カートン株
式会社による段ボールベット設置訓練なども行われ、いざと
いう時をより意識した実践を踏まえた訓練を実施することが
できましたことは、非常に大きな成果であり、大変心強く思っ
ています。
　訓練後には、訓練参加者の方々から反省点などの情報を収
集。来年度の訓練に生かし、よりよい訓練となるよう努めて
まいります。
　東日本大震災の発生から４年が過ぎた今、再度震災の教訓
と訓練での成果や反省を踏まえるとともに、市民の皆さんの
力添えをいただきながら、今後とも災害に強いまちづくりの
推進を目指してまいりますので、市民の皆さんのご協力をお
願いします。

1_東北電力の停電復旧訓練で高所
作業車に体験乗車する参加者　2_
トラック協会の物資輸送訓練　3_
自衛隊による給水訓練　4_三和シ
ヤッター株式会社がシャッターの緊
急修理訓練を披露　5_東北カート
ン株式会社指導のもと、参加者たち
が段ボールベッドを組み立ててみま
した　6_鷹巣地区の防災本部。無
線機を使用して訓練を行いました

白石市長
風間　康静

　鷹巣地区では、平成23年４月に
自主防災会を設立以来、独自の訓
練を実施しています。
　震災の１年ほど前から「地域で
も防災訓練を行おう」という話に
なり、訓練の準備をしていたとこ
ろ震災に遭いました。訓練の内容
は毎年変えていて、今回は購入し
た無線機を各一時避難所に置き、
無線機の使い方と連絡体制の確認

など、一時避難所での活動をメーンにしました。一時避
難所に集まったら班長を中心に安否確認班を編成。地区
内を巡回し、市から配布された安否確認フラッグが出さ

れているかどうかで確認を行いました。また、一時避難
所に集まった時点で救助班の編成訓練も実施。救助班は、
安否確認班が地区を巡回して、救出・救護が必要な人を
見つけたら出動することを想定しています。
　今回の訓練で、「安否確認フラッグをどこに出すと確
認しやすいか」や、「要支援者・ご高齢の人の安否確認
をどうしたらいいか」という課題も見つかりました。
　このように、課題はまだまだありますが、地域の皆さ
んと議論しながら課題を乗り越え、この地区から亡く
なったりケガしたりする人がでることがないよう、毎年
訓練を行っていきたいと思います。また、地域全体で訓
練を行うことで、防災の意識を忘れないで行きたいと考
えています。

鷹巣自主防災会長

佐
さ

藤
と う

　昭
あ き ら

 さん

独自の訓練を実施し、災害に備えている鷹巣自主防災会。会長に訓練の感想や今後の課題を伺いました。
Interview
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▲鷹巣地区の「安否確認班」が地区内を巡回。安否確認フラッグを使用し、安否確認訓練を実施しました
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平成27年度白石市総合防災訓練


